
ネパール語 第６回 

第 1課 例文 

मेरो नाम राम हो। 

私の名前はラムです。 

तपाईंको नाम के हो? 

あなたの名前は何ですか? 

मेरो नाम यामासाक� हो। 

私の名前は山崎です。 

यो के हो? 

これは何ですか? 

त्यो तरकार� हो। 

それは野菜です。 

त्यो प�न तरकार� हो? 

それも野菜ですか? 

होइन, यो तरकार� होइन। यो अचार हो। 

いいえ、これは野菜ではありません。これは漬物(アチャール)です。 

ए, त्यो केको अचार हो? 

あ、それは何の漬物ですか? 

यो मुलाको अचार हो। 

これは大根の漬物です。 

第 2課 例文 

कलम कहाँ छ? 

ペンはどこにありますか? 

मेरो झोलामा छ। 



私の鞄(の中)にあります。 

तपाईंको झोला खै? 

あなたの鞄はどこですか? 

यहाँ छैन। कोठामा छ। 

ここにはありません。部屋にあります。 

कापी छैन? 

ノートはありませんか? 

छ, तर कापी प�न कोठामा छ। 

あります、でもノートも部屋にあります。 

अरू के के छ? 

他に何がありますか? 

एउटा �कताब छ। 

本が 1冊あります。 

त्यो �कताब कस्तो छ? 

その本はどうですか? 

धेर ैरमाइलो छ र राम्रो प�न छ। 

とても面白いですし、良いです。 

代名詞・所有格 一覧表 

ネパール語(代名詞) 所有格(ネパール語) 意味  の-相当  

राम (名前) रामको ラム ラムの 

म मेरो 私 私の 

त ँ तेरो お前 (とても親しい) お前の 

�तमी �तम्रो 君/あなた (カジュアル) 君の 

तपाईं तपाईंको あなた (丁寧) あなたの 

हामी हाम्रो 私たち 私たちの 



ネパール語(代名詞) 所有格(ネパール語) 意味  の-相当  

ऊ उसको 彼/彼女 (カジュアル) 彼の/彼女の 

उनी उनको あの方 (丁寧) あの方の 

यो यसको これ これの 

त्यो त्यसको それ/あれ それの/あれの 

�यनी �यनको この人たち (丁寧複数) この人たちの 

�तनी �तनको あの人たち (丁寧複数) あの人たちの 

 

文法解説 

「हो」(ホ)について 

「हो」は英語の "is/am/are"、日本語の「です」にあたる単語です。「Aは Bです」という文
を作るときに使います。 

例文: 

 मेरो नाम राम हो। 

 私の名前はラムです。 

 त्यो तरकार� हो। 

 それは野菜です。 

ポイント: 

● 「हो」は主語が変わっても形が変わりません(म・�तमी・यो・त्योどれでも同じ
「हो」)。これは日本語の「です」と同じ感覚なので覚えやすいです。 

 

「के हो」(ケ・ホ)について 

「के」は「何」という意味の疑問詞です。「के + हो」で「何ですか?」という疑問文になりま
す。 

例文: 

 यो के हो? 

 これは何ですか? 



 तपाईंको नाम के हो? 

 あなたの名前は何ですか? 

ポイント: 

● 「हो」の文の「答えの部分(名詞)」を「के」に置き換えるだけで疑問文が作れます。 

● यो तरकार� हो。→ यो के हो? 

● मेरो नाम राम हो。→ तपाईंको नाम के हो? 

 

「प�न」(パニ)について 

「प�न」は「〜も」という意味の助詞です。「〜も〜です」という文を作るときに使いま
す。 

例文: 

 त्यो प�न तरकार� हो? 

 それも野菜ですか? 

ポイント: 

● 「प�न」は名詞のすぐ後ろに置きます。त्यो(それ)の後ろに प�न を入れることで「それ
も」という意味になっています。 

● 文の形: [名詞] + प�न + [名詞] + हो? 

 

「होइन」(ホイン)について 

「होइन」は「हो」の否定形です。「Aは Bではありません」という文を作るときに使いま
す。 

例文: 

 यो तरकार� होइन। 

 これは野菜ではありません。 

 यो तरकार� होइन। यो अचार हो। 

 これは野菜ではありません。これは漬物です。 

ポイント: 

● 「हो」を使った文をそのまま否定文にしたいときは、「हो」を「होइन」に置き換える
だけです。 



● 文の形: [名詞] + होइन。 

 

「केको」(ケコ)について 

「केको」は「के」(何)+「को」(〜の)が合わさった形で、「何の〜?」「〜製の?」と、材料や
出どころを尋ねるときに使います。 

例文: 

 त्यो केको अचार हो? 

 それは何の漬物ですか? 

 यो मुलाको अचार हो। 

 これは大根の漬物です。 

ポイント: 

● 質問: त्यो + केको + अचार + हो? 

● 答え: यो + मुलाको + अचार + हो。 

 

「ए」(エ)について 

「ए」は「あ」「ねえ」のように、話しかけるときや気づいたときに使う間投詞です。文法
的な意味はなく、会話を自然にするための言葉です。 

例文: 

 ए, त्यो केको अचार हो? 

 あ、それは何の漬物ですか? 

ポイント: 

● 「ए」は文の最初に置き、コンマ(,)で区切ります。省略しても質問の内容は変わりま
せんが、あると会話らしい自然な響きになります。 

 

「छ」(チャ)について 

「छ」は「あります/います」という意味の動詞で、物の存在・場所を表すときに使いま
す。「हो」(〜です=正体・名前)とは違う動詞なので、区別が大切です。 

例文: 

 कलम कहाँ छ? 



 ペンはどこにありますか? 

 मेरो झोलामा छ। 

 私の鞄(の中)にあります。 

 कापी छैन? 

 ノートはありませんか? 

 छ, तर कापी प�न कोठामा छ। 

 あります、でもノートも部屋にあります。 

ポイント: 

● 「हो」= 「Aは Bです」(正体・名前) 

● 「छ」= 「Aが Bにあります/います」(存在・場所) 

● 否定形: छैन(チャイナ)= 「ありません/いません」— यहाँ छैन。→ ここにはありませ
ん。 

 

「कहाँ」(カハン)について 

「कहाँ」は「どこ」という意味の疑問詞です。「छ」と組み合わせて、「どこにあります
か?/いますか?」という文を作ります。 

例文: 

 कलम कहाँ छ? 

 ペンはどこにありますか? 

ポイント: 

● 文の形: [名詞] + कहा ँ+ छ? 

● 「के हो?」と同じ仕組みで、答えの部分(場所)を「कहा」ँに置き換えると疑問文になり
ます。 

 

「मा」(マ)について 

「मा」は「〜に/〜で」という意味の助詞で、場所を表すときに名詞の後ろにつけます。日
本語の「に」「で」にあたります。 

例文: 

 मेरो झोलामा छ। 



 私の鞄(の中)にあります。 

 कोठामा छ। 

 部屋にあります。 

ポイント: 

● 「मा」は場所を表す名詞に直接つけます(झोला+मा→झोलामा、कोठा+मा→कोठामा)。 

● 文の形: [場所の名詞]मा + छ。 

 

「खै」(カイ)について 

「खै」は「どこ?」「あれ?どこだっけ?」のように、ややカジュアルに場所を尋ねるときに
使う表現です。「कहाँ छ?」よりも口語的で、単独でも使えます。 

例文: 

 तपाईंको झोला खै? 

 あなたの鞄はどこですか? 

ポイント: 

● 比較: कलम कहाँ छ?(丁寧・標準) / झोला खै?(カジュアル) 
 

「अरू के के」(アル・ケ・ケ)について 

「अरू」は「他に」、「के के」は疑問詞「के」(何)を 2回重ねた形で、「何と何?」「いろい
ろ何が?」のように複数のものを尋ねるニュアンスになります。 

例文: 

 अरू के के छ? 

 他に何がありますか? 

ポイント: 

● 比較: यो के हो?(単一の答えを期待) / अरू के के छ?(複数の答えを期待) 
 

「एउटा」(エウタ)について 

「एउटा」は「1つ(の)」という意味の助数詞です。ものを数えるときに数字の後ろにつけて
使います。「एक(1)+ वटा(助数詞)」が組み合わさった形です。 

例文: 



 एउटा �कताब छ। 

 本が 1冊あります。 

ポイント: 

● 文の形: एउटा + [名詞] + छ。 

 

「कस्तो」(カスト)について 

「कस्तो」は「どう?」「どんな?」という意味の疑問詞で、様子や性質を尋ねるときに使い
ます。 

例文: 

 त्यो �कताब कस्तो छ? 

 その本はどうですか? 

 धेर ैरमाइलो छ र राम्रो प�न छ। 

 とても面白いですし、良いです。 

ポイント: 

● 「कस्तो」は「छ」と組み合わせて「[名詞]はどうですか?」という感想・様子を尋ね
る文を作ります。 

「र」(ラ)と「धेर」ै(デライ)について 

「र」は「そして/〜と」という意味の接続詞で、2つの文や単語をつなげます。 

「धेरै」は「とても/たくさん」という意味の副詞で、形容詞の前に置いて程度を強調しま
す。 

例文: 

 धेर ैरमाइलो छ र राम्रो प�न छ। 

 とても面白いですし、良いです。 

ポイント: 

● र: रमाइलो छ(面白いです)+ र(そして)+ राम्रो प�न छ(良いです) 

● धेरै: 文の形 — धेरै + [形容詞] + छ。 
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